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遣研究を行える事になったのである。2012 年 3 月 5 日
（月）から 3 月 25 日（日）まで、中国浙江省にある浙江
工商大学の日本文化研究所に「近・現代化に伴う食生活
変化の研究」というテーマで訪問することになり、王勇
教授、陳先生など、現地の先生とチューターさんのお陰
で、中国の食生活を体験し、調査することができた。
　筆者は韓国・日本の食生活に関心を持っており、特に
近代化以降、変化した食生活にフォーカスして研究して
いる。今回、中国の事例は日韓の事例とは別の研究テー
マとして、また東北アジアの一つの国として、日韓中の
相互理解をするために、距離的には近いが異なる食文化
であること、またその変化の研究を比較するために中国
という国を選択した。
　浙江工商大学は上海から車で 2 時間ぐらい離れた杭州
という所にあるが、筆者が訪問した日本文化研究所は、
さらに杭州市内から 1 時間ぐらい離れているところの
下
シャーシャ
沙キャンパスにあった。杭州は南宋時代の首都で「西
湖」と呼ばれる自然遺産があり、中国人が人生の最後に
住んでみたいというような観光地でもあり、環境的に安
定している場所である。また龍井村という中国最大の茶
葉生産村があり、中国で唯一のお茶博物館がある。お茶
というのは単に食事の後の飲み物としてのものだけでは
なく、食生活の余裕を楽しめる嗜好飲食として、中国食
文化の代表的な特徴であるといえる。また地域別に、味、
栄養、香辛料などに差がある中国で、南に位置している
杭州は、王様、貴族の料理から一般の庶民料理まで多彩
な種類の料理があり、杭州の食文化の特徴であるといえ
る。特に杭州の名物として乞食鶏（Beggar's Chicken、
叫化 ）、東坡肉（ 坡肉）、西湖の淡水魚料理などは、
杭州食生活の特徴がよくみられる食べ物である。
　今回の派遣研究を通じて得られた大きな収穫は、実際
の中国人の家庭を訪問し、彼らの食生活を体験してみた
ことである。3 月のある日、A さんの家の夕食会に招待
された。 A さんの家では、主に夫が料理を担当し、招
待された８人くらいの友人たちと一緒に夕食を食べさせ
て貰った。中国の多くの食べ物を食べてみることができ
る機会でもあったが、それよりも彼らがどのように料理
を準備し、どのような話をしながら食事をしているのか
に非常に興味があったが、食卓では彼らの考えなども感
じることができ、非常に意味がある席となった。
　また 吳山広場（吴山广 ）という所の小
シャオチー
吃文化（屋
台料理）は、日本、韓国とは違う庶民の食生活をのぞく
ことができた機会であった。びっしりと並んでいる屋台
のような店で様々な食べ物を選んで真ん中のテーブルで
食べている人々、また日本や韓国では簡単には食べるこ
とができない様々な食材で調理された料理を観察した。
